
 

 

クビアカツヤカミキリの現状と防除対策に関するシンポジウムを開催します 

（第 27 回農林害虫防除研究会和歌山大会） 

 

県内のモモやウメ等で被害拡大が懸念されるクビアカツヤカミキリについて、全

国から当害虫の対策に関する研究者や取組者が結集し、最新の研究成果や各地域で

の取組を共有し、被害拡大を防止するための効果的な対策を探ります。  

 

１ 主催：農林害虫防除研究会 

共催：（一社）日本植物防疫協会、（一社）和歌山県植物防疫協会 

２ 日程：令和5年 8月 29日（火）13：00 ～ 17：30  

（シンポジウムの時間帯を抜粋して記載 研究会大会概要は別添のとおり） 

３ 会場：和歌山ビッグ愛「大ホール」 （和歌山市手平2丁目 1-2）   

４ 参加者：約200名 （国、都道府県、市町、ＪＡ、大学、農薬メーカーなど） 

５ 内容 

シンポジウム テーマ：「クビアカツヤカミキリの現状と防除対策」 

第 1部 基調講演 

■ 国の取り組み 

中園 浩一（農林水産省 消費・安全局 植物防疫課） 

■ 試験研究のこれまでの成果 

弘岡 拓人（和歌山県果樹試験場かき・もも研究所)  
春山 直人（栃木県農業試験場）  

■ 行政の取り組み 

松島 一司（足利市 生活環境部 環境政策課）  
■ モモ生産者による対策の状況 

奈良 高志（群馬県明和町 モモ生産者）ほか 

第 2部 パネルディスカッション 

 クビアカツヤカミキリの防除対策に関する意見交換 

     コーディネーター：上地奈美（農研機構 植物防疫研究部門） 

パネラー：９名（国、県、市、JAの担当者、生産者、樹木医） 

 

【お問い合せ先】 

 農業環境・鳥獣害対策室 橋本、三宅 （電話 073-441-2905） 

果樹試験場かき・もも研究所 井口   (電話 0736-73-2274) 

 

令和５年８月１８日 

資 料 提 供 



第 27 回農林害虫防除研究会和歌山大会の概要 
  
〇主催：農林害虫防除研究会  
共催：（一社）日本植物防疫協会，（一社）和歌山県植物防疫協会  

  
〇日時：令和 5年 8 月 29日（火）12:50～18:15， 30 日（水）9:30～15:10  
 
〇会場：和歌山ビッグ愛「大ホール」  和歌山市手平 2 丁目 1-2 
 
〇シンポジウム  
テーマ：「クビアカツヤカミキリの現状と防除対策」  
【第１部 基調講演】  
１，クビアカツヤカミキリに係る対応について  

中園 浩一（農林水産省 消費・安全局 植物防疫課）  
２，和歌山県におけるクビアカツヤカミキリ被害と対策および試験研究の取り組み  

弘岡 拓人（和歌山県果樹試験場かき・もも研究所)  
３，栃木県のモモ産地におけるクビアカツヤカミキリ被害と対策および試験研究の取り組み  

春山 直人（栃木県農業試験場）  
４，クビアカツヤカミキリの根絶に向けた効果的防除法の追求 ～サクラ被害の現状と対策～  

松島 一司（足利市 生活環境部 環境政策課）  
５，群馬県のクビアカツヤカミキリの発生状況と生産者による対策の実践について  

奈良 高志（群馬県明和町 モモ生産者）・町田 典之（群馬県東部農業事務所） 
 

【第２部 パネルディスカッション】 

コーディネーター：上地奈美（農研機構 植物防疫研究部門 果樹茶病害虫防除研究領域） 

パネラー：中園浩一，弘岡拓人，春山直人、松島一司，奈良高志，町田典之， 

宗實久義（兵庫県・樹木医），西岡慶二（JA 紀北かわかみ），間佐古将則（和

歌山県伊都振興局農業水産振興課） 

 

〇研究大会スケジュール 

８月29 日 12：00 ～         受付 

12：50 ～ 13：00  開会挨拶 

13：00 ～ 17：30  シンポジウム 

17：45 ～ 18：15  総会 

８月30 日  8：50 ～         開場 

9：30 ～ 15：00  一般講演 

15：00 ～ 15：10  閉会挨拶 


